
     新人・若手社員向け研修会
　7月15日㈮に開催した「新人・若
手社員向け研修会」には、15社35
名の参加がありました。
　今回も、当組合青年部の協力を
得て、東北部工業技術センターの
全面的な支援を賜り、盛会裡に開
催出来ました。
　なお、参加者のアンケート結果
より、「研修受講満足度」は6割を
超えました。

　   滋賀県立大学特別講義
　7月19日㈫に開催した滋賀県立
大学工学部 1回生を対象とした特
別講義は、142名の出席がありました。
  今回は、当組合理事㈱昭和バルブ
製作所  代表取締役社長 中川陽介
氏が「バルブ概要」と題し、90分間
特別講義をされました。
　なお、参加者のアンケート結果
より、彦根バルブ業界の認知度は
残念ながらかなり低く、今回の特
別講義にて理解度・興味度も高ま
りました。

彦根バルブの上半期の生産高推移
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令和3年度 後期「国家試験：技能検定」合 格 者　　（敬称略・順不同）
【特　級】 【一　級】

（機械保全）
　近藤　則彦
　　　㈱ ミ ヤ ジ マ

（油圧装置調整）
　平野　峻之
　　　廣瀬バルブ工業㈱

【二　級】
（機 械 検 査）竹内　忠臣　㈱昭和バルブ製作所
（金属材料試験）遠藤　　明　㈱ ミ ヤ ジ マ
（空気圧装置組立）西脇　宏太　大 垣 機 工 ㈱
（空気圧装置組立）田中　冬輝　大 垣 機 工 ㈱
（空気圧装置組立）井上　貴史　大 垣 機 工 ㈱
（空気圧装置組立）竹中　将人　大 垣 機 工 ㈱
（油圧装置調整）大谷　隆介　廣瀬バルブ工業㈱
（油圧装置調整）徳岡　慎也　廣瀬バルブ工業㈱
【技術士】
（金 属 部 門）廣山　剛果　大 丸 工 業 ㈱

　

【三　級】
（機 械 検 査）沢村　拓紀　㈱清水合金製作所
（機 械 検 査）大橋　綾乃　松尾バルブ工業㈱
（機 械 検 査）瓦﨑　壮吾　㈱ ミ ヤ ジ マ
（機 械 検 査）西野　弘樹　㈱ オ ー ケ ー エ ム
（機 械 検 査）竹内　満広　アクアシステム㈱
（機 械 検 査）坂口　茉央　アクアシステム㈱
（機 械 検 査）井上　隆児　アクアシステム㈱
（機 械 検 査）木村　佳史　アクアシステム㈱
（機 械 検 査）山本沙知子　アクアシステム㈱
（機 械 検 査）竹元香菜子　アクアシステム㈱

　

　当組合では、平成２～３年度に掛けて、県中央会及び彦根市の地場産業補助金制度を利用して「ダクタイル鋳鉄の品質管理に関する試験研
究事業」を行いましたので、その結果を報告します。本事業に取り組んだ理由は、産地で多用されるダクタイル鋳鉄の黒鉛の球状化率や基地
組織の性状が機械的物性（引張強さ、伸び、硬さ）に大きな影響を及ぼし、ＪＩＳ規格に適合しないケースがあるためです。
　また、ＪＩＳでは特に注文者の指定がない限り、「黒鉛球状化率８０％以上」が求められており、このことを見過ごすことが懸念されていました。

１．ねずみ鋳鉄（FC）とダクタイル鋳鉄（FCD）
　　表１にFC（写真１）とFCD（写真２）の比較を載せました。写真中の黒色の部分が黒鉛です。FCDはFC素材に接種剤（Mg系核剤）を添加するこ
　とにより、金属組織上に球状の黒鉛を生成させたもので、これにより黒鉛に沿った割れが伝播しにくくなり機械的物性が格段に向上します。
　FCとFCDの中間的なものにＣＶ鋳鉄（写真３）があり、芋虫状の黒鉛が分散しています。

２．FCDの強度と伸びがＪＩＳに適合しない事例
　　以前に、「FCDの引張強さと伸びが足らない」という相談を受けたことが
　あり、金属組織（特に黒鉛形状）を調べました。正常品（写真４）は球状
　黒鉛が十分形成されていましたが、不良品（写真５）は黒鉛が球状化して
　おらず、前項のCV鋳鉄に近い状況でした。そのために、引張強さと伸びが
　不足したものと思われました。

　　夏季休業日のご案内
　夏季休業期間は、8月11日（木・祝）
～16日（火）となりますので、
ご了承願います。
　　　 停電のお知らせ
　東北工業技術センター電気設備点
検により、9月29日（木）午前中は、一
斉停電となりますので、ご迷惑をおか
け致しますが、よろしくお願いします。

　　　編　集　後　記
　令和4年度通常総会にて、役員改
選が行われ、数ヵ月経過致しました。
理事会にて慎重に協議の結果、
新型コロナウイルス感染症対策を
整え、予定通り事業を推進させて
いただくことになりましたので、
組合各位の更なるご参加・ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
　　　　   （専務理事：中川 八州男）
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滋賀バルブ協同組合

報 告 『ダクタイル鋳鉄品質管理強化実証事業』

滋賀バルブだより
前専務理事　阿部　弘幸
　　（滋賀県工業技術センター  元所長）

名 称
別 名
黒鉛形状

ＪＩＳ名称

強 さ
脆 性
加 工 性
減 衰 率

片状黒鉛鋳鉄（FC）
ねずみ鋳鉄
片　状

　　ＦＣ２００
　　ＦＣ２５０ 等

弱　い
も ろ い
良　い
高　い

球状黒鉛鋳鉄（FCD）
ダクタイル鋳鉄
球　状

 ＦＣＤ４００－１５
 ＦＣＤ４５０－１０ 等

強　い
ね ば い
やや悪い
低　い

表１．ＦＣとＦＣＤの比較表

３．画像解析による黒鉛球状化率の測定
　　黒鉛粒のJIS形状分類（JIS-G-5502）は図１のように６分類されています。
　図２のように、画像解析ソフトで、原図を６分類し、（Ⅴ+Ⅵ）／（Ⅰ～Ⅵ）
　×100により、黒鉛球状化率を求めます。注意することは、画像解析ソフト
　の種類により差が出たり、測定試料の研磨の具合によりバラツキが出たりし
　ます。画像解析ソフトを使うと、目視感覚より、やや低め値が出る傾向があ
　るようです。

４．基地組織と各種測定値との関係
　金属組織用に研磨した試料をナイタール液（硝酸とアルコールの混合液）で軽くエッチングすると写真６のような基地組織が現れます。球状
黒鉛を取り囲むように白色部のフェライト層（柔らかい層）とその周りの灰色部のパーライト層（硬い層）が観察出来ます。フェライト層の面積
百分率をフェライト化率といい、この率が高い程、柔らかく、伸びのある材料となります。
　図３にFCD450-10の引張強さとブリネル硬さの関係を示しました。硬いものほど強度が大きい傾向があり、160以上の硬さがないとJIS規格
値の強度450N/mm２以上に適合しない傾向にあります。図４にFCD450-10の引張強さと黒鉛球状化率の関係を示しました。球状化率が高くなれ
ば強度は増す方向にあり、球状化率が７０
％以上ないと強度450N/mm２以上に適合しな
い傾向にあります。更に図５にFCD450-10の
伸びとフェライト化率
の関係を示しました。
フェライト化率が高い
程、良く伸びる傾向
があることが分かり
ます。

５．結　び
　　ダクタイル鋳鉄を多角的に解析してみました。貴社取扱の鋳鉄材がＪＩＳ規格値を外れるようなら、上記のような性状（黒鉛球状化率、フェ
　ライト化率）を確認してみるのも重要かと思います。以上の内容は、本年６月の組合報告会で紹介致しましたが、その際『ダクタイル鋳鉄基地
　組織等データ集』も配布させて頂きました。ご希望の方は組合事務局までご連絡下さい。
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